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川
口
市
日
本
中
国
友
好
協
会 

 
 

―
過
去
・現
在
・未
来
― 

理
事
長 

 

加
藤 

展
裄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 １

． 

創
設
者
坂
本
隆
太
郎
氏
と

そ
の
足
跡 

 

坂
本
先
生
は
戦
前
、
中
国
北

安
陸
軍
病
院
に
勤
務
。
一
九
四

五
年
八
月
終
戦
と
な
り
、
戦
後

中
国
鶴
崗
炭
鉱
で
経
理
担
当
と

し
て
留
用
さ
れ
た
後
、
十
三
年

後
帰
国
し
て
、
川
口
に
居
住
。 

 
一
九
七
二
年
田
中
角
栄
元
総

理
が
訪
中
し
日
中
友
好
条
約
が

締
結
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、

有
志
の
人
達
と
川
口
日
中
を
創

設
、
友
好
事
業
を
開
始
し
た
。 

 

中
国
と
の
友
好
を
強
く
念
じ

周
囲
の
人
々
と
友
好
事
業
を
始

め
た
が
、
言
葉
の
必
要
性
を
身

を
も
っ
て
感
じ
、
中
国
語
教
室

の
開
設
を
進
め
た
。 

 

同
時
に
友
好
交
流
は
長
期
に

わ
た
り
継
続
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
認
識
し
、
こ
の
教
室
か
ら

後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
む
。

特
に
事
務
局
や
ス
タ
ッ
フ
は
会

員
獲
得
と
幹
部
育
成
を
常
に
念

頭
に
置
き
行
動
し
、
教
室
運
営

に
携
わ
る
者
、
ま
た
中
国
人
講

師
の
先
生
方
に
も
こ
の
方
針
を

十
分
認
識
し
て
い
た
だ
く
。
単

に
言
語
の
習
得
だ
け
で
な
く

「
友
好
の
戦
士
」
と
い
う
大
き

な
任
務
を
背
負
う
自
覚
を
も
っ

て
切
磋
琢
磨
し
て
欲
し
い
と
望

ん
だ
。
（
坂
本
先
生
の
起
草
文

よ
り
） 

 

２
． 

川
口
市
日
中
友
好
協
会
の

事
業
紹
介
〈令
和
元
年
〉 

✦
中
国
語
十
教
室
の
運
営 

（
入
門
か
ら
上
級
ク
ラ
ス
ま
で
） 

✦
小
学
生
親
子
の
大
使
館
訪
問

第
三
十
四
回
（
令
元
）
は

上
青
木
南
小
学
校 

 
 

校
長
・
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

五
十
二
名
で
訪
問 

✦
中
国
語
研
修
旅
行 

今
回
は
「
桂
林
」
「
陽
朔
」

観
光
と
大
学
生
と
の
交
流 

 

参
加
者
十
一
名
と
広
西
省

桂
林
師
範
大
学
日
本
語
学

部
の
学
生
五
名
と
交
流
会

を
実
施 

 

 

 

✦
中
国
映
画
無
料
鑑
賞
会 

 

ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ビ 

ジ
ュ
ア
ル
ホ
ー
ル
四
Ｆ 

 

「
北
京
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
短

編
「
草
原
の
誘
惑
」
上
映 
 

来
場
者 

八
十
名 

 

次
年
度
要
検
討 

✦
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
（
県
日
中
主
催
） 

パ
ル
コ
九
Ｆ 

 

川
口
日
中
は
二
十
一
名
出
場 

 

応
援
来
場
者
約
十
名 

 
 

 

入
賞
は
団
体
部
門
の
努
力
賞 

 

の
み
で
あ
っ
た 

出
場
、
練
習
は
必
ず
将
来

の
糧
と
な
る
の
で
、
加
油 

 

 

 

✦
国
内
研
修
親
睦
旅
行 

 

会
員
間
の
親
睦
を
兼
ね
今
回 

 
 

 

は
日
光
東
照
宮
参
観
、
武
者 

 

行
列
見
学
、
湯
の
湖
湖
畔
泊 

✦
日
本
語
教
室 

 
 

 

毎
週
土
曜
日
九
時
三
十
分
～ 

 
十
一
時
三
十
分
協
会
事
務
所 

再
開
三
年
目 

中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ト
ル
コ

人
他
参
加 

✦
漢
語
角
（
ハ
ン
ユ
ウ
ジ
ャ
オ
）

月
末
日

曜
日
九
時
三
十 

分
～
十
一
時
三
十
分 

協
会
事
務
所 

気
軽
に
日
本
語
と
中
国
語 

で
楽
し
く
会
話   

参
加
歓
迎 

✦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
見
本
市 

 

十
月
二
十
日
リ
リ
ア
パ
ー
ク 

✦
芝
園
団
地
文
化
祭 

 

十
一
月
九
日 

✦
第
四
回
法
人
会
祭
り 

 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
十
一
月

十
日 

ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ 

 

何
れ
も
活
動
の
写
真
を
展
示 

 
 

及
び
「
あ
な
た
の
名
前
を
中 

 

国
語
で
」
す
べ
て
大
好
評 

 
 ３

． 

日
中
の
将
来
に
つ
い
て 

 

日
本
と
中
国
の
関
係
は
「
一

衣
帯
水
」
。
言
い
換
え
る
と
引

っ
越
し
の
で
き
な
い
隣
国
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
中
両

国
は
平
和
発
展
の
道
を
歩
め
ば

両
国
が
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関

係
に
な
る
と
い
う
根
本
的
な
関

係
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
日
中

は
「
和
す
れ
ば
と
も
に
利
し
、

戦
え
ば
と
も
に
傷
つ
く
」
と
言

わ
れ
、
日
中
間
に
は
政
治
的
に

多
少
の
矛
盾
や
意
見
の
相
違
が

あ
っ
て
も
こ
れ
は
避
け
が
た
い

こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

友
好
国
と
し
て
は
相
手
国

の
立
場
に
着
眼
し
、
合
意
事
項
、
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共
通
認
識
を
順
守
し
、
お
互
い

の
関
心
事
に
配
慮
し
、
あ
く
ま

で
も
対
話
協
議
を
重
ね
、
慎
重

か
つ
適
切
に
処
理
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。 

日
本
と
中
国
は
あ
く
ま
で

も
同
じ
方
向
に
進
み
さ
え
す
れ

ば
ど
ん
な
矛
盾
や
意
見
の
違
い

も
克
服
で
き
る
と
考
え
る
。 

日
中
友
好
交
流
の
事
業
は

民
間
の
立
場
で
一
歩
ず
つ
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
以
上
の
交
流
の
歴

史
は
あ
く
ま
で
人
と
人
と
の
関

係
で
あ
る
の
だ
か
ら
。 

 
 

定
期
総
会
と
懇
親
会 

事
務
局
長  

林 

芳
男 

 

事
務
局
長 

林
芳
男 

事
務
局
長 

林 

芳
男 

 
 

二
月
十
一
日
（
祭
・
月
）

「
二
〇
一
九
年
川
口
市
日
本
中

国
友
好
協
会 

定
期
総
会
・
新

春
懇
親
会
」
を
、
前
回
同
様

「
シ
ャ
ト
ー
赤
柴
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
交
通
の
便
が
若
干
悪

い
で
す
が
、
由
緒
あ
る
施
設

「
シ
ャ
ト
ー
赤
柴
」
に
決
定
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
帰

り
の
時
間
も
考
慮
し
て
早
め
の

開
始
で
す
。 

✥ 

✥ 

✥ 

定
期
総
会
当
日
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
永
年
功
労
者
、
中
国
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞

者
の
表
彰
も
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
た
。

 

 
懇
親
会
は
二
〇
一
八
年
か

ら
中
国
語
教
室
受
講
生
及
び
協

会
員
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

そ
れ
に
伴
い
「
ク
ラ
ス
余

興
」
も
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
出
し
物
は
参
加
九
ク
ラ

ス
す
べ
て
が
歌
と
な
り
ま
し
た

が
、
選
曲
は
新
し
い
中
国
の
歌

や
往
年
の
名
曲
等
様
々
で
し
た
。 

 

来
賓
は
今
年
も
中
国
大
使
館

の
汪
婉
参
事
官
に
忙
し
い
合
間

を
縫
っ
て
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
川
口
市
議
会
議
長
・
教
育

長
、
埼
玉
県
日
中
友
好
協
会
会

長
、
段
躍
中
日
本
僑
報
社
編
集

長
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

 

奥
ノ
木
会
長
（
市
長
）
は
懇

親
会
か
ら
出
席
さ
れ
、
中
国
と

の
交
流
を
交
え
た
挨
拶
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

  

汪
婉
参
事
官
は
草
の
根
交
流

の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
挨
拶
が
続
い
た
後
栗
原

顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会

は
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
の
懇
親
会
は
プ
ロ
の

歌
手
を
招
い
た
り
し
ま
し
た
が

今
回
は
ク
ラ
ス
発
表
の
出
し
物

が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
ク
ラ

ス
発
表
も
初
回
と
い
う
こ
と
で
、

硬
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次
回

か
ら
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し

物
や
歌
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

年
に
一
度
、
協
会
員
と
受
講

生
が
一
堂
に
会
す
懇
親
会
を
大

切
に
育
て
、
川
口
市
日
中
の
発

展
の
要
と
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

第
四
十
一
期 

入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
修
了
式 

第
四
十
二
期 

入
門
Ａ
・Ｂ
ク
ラ
ス
開
講
式 

酒
井  

三
三
男 

 
 

 二
〇
一
九
年
三
月
二
十
二

日
（
金
）
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
の
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

九
名
の
受
講
生
が
無
事
修

了
証
を
受
け
ま
し
た
。
八
名
が

初
級
Ｂ
ク
ラ
ス
に
、
一
名
が
火

曜
朝
ク
ラ
ス
に
移
り
ま
し
た
。 

 
 
 

✥ 

✥ 

✥ 

三
年
間
入
門
朝
ク
ラ
ス
は

成
立
せ
ず
、
入
門
夜
ク
ラ
ス
の

み
の
成
立
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
ま
ま
木
曜
朝
の
募
集
を

掛
け
て
も
成
立
し
な
い
の
で
は

な
い
か
？
と
い
う
危
機
感
か
ら

日
曜
朝
の
募
集
を
し
て
み
た
ら

ど
う
か
？
と
の
提
案
で
今
年
は

日
曜
朝
の
「
入
門
Ａ
ク
ラ
ス
」 

 

 

 

と
金
曜
夜
の
「
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
」

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
結
果

は
日
曜
朝
入
門
Ａ
ク
ラ
ス
が
十

一
名
、
金
曜
夜
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス

が
十
五
名
と
久
し
ぶ
り
の
二
十

名
を
超
え
る
二
十
六
名
の
入
門

ク
ラ
ス
の
受
講
生
が
誕
生
し
ま

し
た
。 

 

入
門
Ａ
ク
ラ
ス
は
協
会
事
務

所
で
の
授
業
、
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス

は
幸
栄
公
民
館
で
の
授
業
と
な

り
ま
し
た
。 

奥ノ木会長挨拶 

第 41 期入門 B クラス修了式 

汪婉参事官スピーチ 

第 42 期入門 A クラス開講式 

受講生発表 
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入
門
Ｂ
夜
ク
ラ
ス
に
は
小

学
生
と
中
学
生
の
姉
妹
が
入
り

ま
し
た
。
お
姉
さ
ん
の
影
響
で

中
国
語
に
興
味
を
持
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
後
が
楽
し
み

で
す
。
受
講
生
十
五
名
の
う
ち

男
性
は
高
校
一
年
生
一
人
で
す
。 

 

 

  

受
講
動
機
は
「
川
口
市
は
中

国
人
も
多
く
中
国
人
の
友
達
が

で
き
た
」
と
か
「
近
所
に
中
国

料
理
店
が
多
く
中
国
語
で
注
文

し
て
み
た
い
」
等
。
以
前
の
よ

う
に
「
中
国
に
工
場
が
あ
る
の

で
中
国
語
の
勉
強
を
始
め
た
」

と
い
う
よ
う
な
仕
事
が
ら
み
の

受
講
生
は
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
楽
し
い
教
室
作
り

を
念
頭
に
一
年
間
受
講
生
が
欠

け
る
こ
と
な
く
幹
事
と
し
て
教

室
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
先
生
と
連
携
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
授
業
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

五
月
十
八
日
～
十
九
日 

懇
親
会
旅
行 

 
 

日
光
千
人
武
者
行
列
と 

 
 

湯
元
温
泉 

 

前
田 

稔
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

五
月
十
八
日
朝
七
時
半
西

川
口
駅
よ
り
バ
ス
で
出
発
、
千

人
武
者
行
列
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が

ピ
ッ
タ
リ
合
い
、
武
者
行
列
を

椅
子
席
で
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

  

三
十
分
に
わ
た
る
古
式
豊
か

な
行
列
の
終
了
後
、
黒
門
前
で

待
ち
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
の

「
堂
者
引
き
」
と
合
流
。
東
照

宮
の
入
り
口
だ
け
で
す
が
ガ
イ

ド
付
き
で
拝
観
し
ま
し
た
。 

今
回
は
「
お
お
る
り
山
荘
」

の
バ
ス
が
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
日
光
市

内
の
バ
ス
を
湯
元
温
泉
ま
で
チ

ャ
ー
タ
ー
、
近
く
の
日
光
カ
ス

テ
ラ
店
で
バ
ス
を
待
ち
な
が
ら

湯
葉
料
理
を
賞
味
し
て
日
光
気

分
を
味
わ
い
ま
し
た
。
い
ろ
は

坂
経
由
、
立
木
観
音
を
拝
観
、

こ
こ
も
寺
僧
た
ち
の
案
内
付
き

で
内
部
参
観
、
寺
内
に
面
白
い

土
産
が
二
、
三
あ
り
ま
し
た
。 

 

も
う
温
泉
は
目
と
鼻
の
先

三
十
分
位
で
湯
の
湖
の
湖
畔
ホ

テ
ル
「
お
お
る
り
山
荘
」
着
。

一
時
間
の
休
憩
後
食
事
。
静
か

な
湖
畔
の
宿
で
過
ご
し
ま
し
た
。 

一
般
の
学
校
と
は
違
っ
て

授
業
は
ク
ラ
ス
単
位
で
進
め
ら

れ
、
他
の
ク
ラ
ス
間
と
の
交
流

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
協
会
主
催
、
教
室
主

催
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加

し
て
他
の
ク
ラ
ス
と
の
交
流
を

増
や
し
て
く
だ
さ
い
。 

安
く
中
国
語
を
勉
強
で
き

る
環
境
を
維
持
す
る
た
め
ス
タ

ッ
フ
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

懇
親
会
二
日
目
、
朝
九
時

ホ
テ
ル
を
出
発
、
華
厳
の
滝
へ
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
下
ま
で
降
り

て
滝
の
観
賞
。
華
厳
の
滝
で
駐

車
場
を
提
供
し
て
く
れ
た
食
堂

で
バ
ス
運
転
手
を
交
え
全
員
で

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。 

 

お
お
る
り
指
定
食
堂
「
表

参
道
」
で
、
お
定
ま
り
の
帰
り

の
昼
食
後
、
直
帰
。
西
川
口
着

三
時
ご
ろ
で
し
た
が
、
早
め
の

お
開
き
で
し
た
。 

 

以
上
日
光
堪
能
す
ば
ら
し
い

懇
親
会
で
し
た
（
自
画
自
賛
）
。 

 

五
月
二
十
五
日 

川
口
漢
語
角
一
周
年
を
迎
え
て 

林  

芳
男 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 「

実
際
に
川
口
で
生
活
し
て
い

る
人
達
と
の
交
流
が
し
た
い
」

「
こ
ん
な
に
沢
山
の
中
国
の
人

達
が
い
る
の
に
な
ぜ
交
流
が
で

き
な
い
の
か
？
」
様
々
な
疑
問

が
返
っ
て
き
ま
す
。
確
か
に
川

口
駅
や
西
川
口
駅
に
降
り
る
と
、

通
り
過
ぎ
る
人
達
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
の
は
中
国
語
ば
か
り
で

す
。
と
い
っ
て
も
こ
の
人
達
に

突
然
日
本
人
と
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
？
と
言
っ
て
も
無
理
な
話

で
、
目
的
を
掲
げ
て
段
取
り
を

踏
み
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
交
流
が

で
き
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

 

 

そ
ん
な
所
に
西
池
袋
公
園

で
「
毎
星
期
日
漢
語
角
」
の
ニ

ュ
ー
ス
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

規
則
も
テ
ー
マ
も
な
い
自
由
な

日
中
交
流
の
場
で
、
時
間
内
の

出
入
り
も
自
由
で
す
。 

 

こ
の
記
事
を
目
に
し
た
瞬
間 

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
、
早
速

西
池
袋
公
園
に
行
き
ま
し
た
。 

第 42 期入門 B クラス開講式 

武者行列 

鳥居から陽明門 

川口漢語角 

  華厳の滝 観瀑台にて 
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決
ま
り
は
自
分
の
名
前
を
書

き
、
初
め
て
の
参
加
者
は
、
簡

単
に
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。
日

本
語
で
も
中
国
語
で
も
構
い
ま

せ
ん
。 

そ
の
後
は
自
分
の
好
き
な

輪
に
参
加
し
て
会
話
を
楽
し
む

だ
け
で
す
。
会
話
も
日
本
語
、

中
国
語
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
輪
の
中
で
は
初
対
面
の
人

達
で
す
が
自
然
に
会
話
が
弾
み

ま
す
。 

 

 

 

そ
れ
か
ら
は
時
間
が
許
せ

ば
顔
を
出
し
ま
し
た
。
主
催
者

の
日
本
僑
報
社
編
集
長
の
段
躍

中
氏
は
川
口
市
に
住
ん
で
い
た 

 

こ
と
も
あ
り
声
を
掛
け
て
頂
け

ま
し
た
。 

テ
ー
マ
も
無
く
そ
こ
に
行

け
ば
話
が
で
き
る
不
思
議
さ
は
、

そ
こ
が
自
然
と
日
中
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
何

と
か
川
口
で
も
「
漢
語
角
」
が

で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

「
日
本
語
を
習
い
た
い
」
と
い

う
中
国
の
青
年
が
教
室
を
訪
ね

て
来
ま
し
た
。
日
本
語
教
室
は

受
講
生
が
ゼ
ロ
と
な
り
五
年
前

か
ら
休
講
状
態
で
し
た
。
こ
の

機
会
を
生
か
し
た
い
と
早
速
受

講
生
一
名
、
講
師
二
名
の
日
本

語
教
室
を
五
年
ぶ
り
に
再
開
し

ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
は
川
口

市
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
一
気
に

受
講
生
が
増
え
ま
し
た
。 

 

 

 

受
講
生
の
登
録
が
二
十
名

を
超
え
た
辺
り
か
ら
日
本
語
教

室
の
受
講
生
と
中
国
語
教
室
受

講
生
と
の
交
流
を
「
川
口
漢
語

角
」
と
し
て
月
に
一
回
程
度
開

催
し
た
ら
ど
う
か
？
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
語

教
室
の
受
講
生
は
中
国
人
と
の

生
の
会
話
が
で
き
、
日
本
語
教

室
の
受
講
生
も
日
本
人
と
生
き

た
会
話
が
で
き
る
と
皆
賛
成
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

「
川
口
漢
語
角
」
の
名
前
も
段

躍
中
氏
の
了
解
を
頂
き
第
一
回

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
基
本
は
「
政
治
、
宗
教
の

話
は
し
な
い
」
以
外
は
テ
ー
マ

も
規
則
も
設
け
ず
自
由
に
会
話

を
楽
し
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

た
だ
初
対
面
の
人
達
が
テ

ー
マ
も
無
し
に
本
当
に
会
話
が

弾
む
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
三

十
二
名
の
参
加
者
が
楽
し
そ
う

に
会
話
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、

池
袋
の
「
星
期
日
漢
語
角
」
を

思
い
出
し
ま
し
た
。 

人
と
人
、
国
籍
は
違
っ
て

も
会
話
を
す
る
目
的
で
集
ま
っ

た
人
達
で
自
然
と
会
話
は
弾
み

ま
す
。
そ
の
後
様
々
な
事
情
で

人
の
入
れ
替
え
が
激
し
い
中
、

何
と
か
一
年
間
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

五
月
二
十
五
日
に
段
躍
中

を
迎
え
て
一
周
年
記
念
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ス
タ
ッ
フ
や
支
え
く
れ
る
人
達

の
お
か
げ
で
す
。
最
近
は
小
学

生
も
日
本
語
教
室
を
受
講
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子

達
に
も
「
川
口
漢
語
角
」
に
参

加
し
て
貰
い
、
一
日
も
早
く
日

本
社
会
に
溶
け
込
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
三
十
四
回 

親
子
教
室
大
使
館
訪
問 

入
門
幹
事 

林 

芳
男 

 
 

 

二
〇
一
九
年
七
月
三
十
日 

（
火
）
「
川
口
親
子
教
室
中
国

大
使
館
訪
問
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
で
三
十
四
回
を
迎
え
る

大
使
館
訪
問
校
は
川
口
市
立
上

青
木
南
小
学
校
に
早
く
か
ら
決

ま
り
ま
し
た
。
途
中
予
定
外
の

校
長
先
生
の
交
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
訪
問
日
程
、
参
加
者
募

集
と
新
任
の
清
水
校
長
先
生
に

予
定
通
り
進
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 
 

 

と
こ
ろ
が
中
国
大
使
の
交
代
も

あ
り
、
新
し
い
大
使
が
赴
任
す

る
ま
で
、
訪
問
日
や
当
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
決
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
後
、
新
大
使
も
赴
任
し

て
従
来
の
大
使
館
担
当
者
が
引

き
続
き
担
当
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
今
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
計
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

 

 

 

後
は
当
日
を
待
つ
ば
か
り
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

  

当
日
、
午
前
中
に
科
学
技
術

館
を
見
学
、
昼
食
を
済
ま
し
た

後
、
中
国
大
使
館
へ
は
午
後
訪

問
と
な
り
ま
す
。
大
使
館
で
は

付
博
二
等
書
記
官
の
出
迎
え
を

元祖日本僑報社 段躍中氏 

川口漢語角風景 

科学技術館説明 展示物に見とれて 

科学技術館駐車場 
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受
け
大
使
館
内
に
入
り
ま
し
た
。 

 
進
行
は
付
博
書
記
官
が
行
い
、

始
め
に
石
永
菁
文
化
部
参
事
官

の
挨
拶
、
次
に
上
青
木
南
小
学

校
・
清
水
校
長
の
挨
拶
で
交
流

会
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

 

そ
の
後
短
編
映
画
鑑
賞
、

大
使
館
へ
の
生
徒
達
の
質
問
と

付
博
書
記
官
の
返
答
が
あ
り
、

次
に
中
国
を
取
材
の
ク
イ
ズ
大

会
で
皆
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

 

夏
休
み
に
入
り
、
大
使
館
職

員
の
陽
光
小
学
校
生
徒
た
ち
の

多
く
は
中
国
に
帰
り
ま
し
た
が
、

残
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
と
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
自
己
紹
介

で
始
ま
り
互
い
に
好
き
な
ア
ニ

メ
や
ゲ
ー
ム
等
の
質
問
が
主
と

な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
お
待
ち
か
ね
の
中
華

の
軽
食
タ
イ
ム
で
皆
お
替
り
の

列
を
作
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
記
念
品
贈
呈
を
行

っ
た
後
、
お
礼
に
上
青
木
南
小

学
校
の
校
歌
を
大
き
な
声
で
合

唱
し
ま
し
た
。 

 

 

 

最
後
に
、
川
口
市
日
中
友
好

協
会
加
藤
理
事
長
の
答
礼
の
挨

拶
の
後
、
全
員
大
使
館
前
で
記

念
撮
影
を
行
い
、
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。 

帰
り
は
子
供
た
ち
の
元
気

な
声
と
は
対
照
的
に
大
人
達
は

疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
徒

皆
が
今
回
の
大
使
館
訪
問
が
少

し
で
も
心
に
残
り
、
将
来
、
友

好
の
懸
け
橋
に
役
立
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
月
二
十
九
日
（
日
） 

第
二
十
回 

中
国
映
画
無
料
鑑
賞
会 

内
野 

繁
子 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

恒
例
の
第
二
十
回
「
中
国
映

画
無
料
鑑
賞
会
」
を
九
月
二
十

九
日
（
日
）
ス
キ
ッ
プ
シ
テ
ィ

映
像
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
四
階
映
像

ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

上
映
作
品
は
「
洋
妞
到
我
家
」

（
邦
題
「
北
京
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
）

と
短
編
「
草
原
の
誘
惑
」
で
す
。 

 

今
年
は
中
国
大
使
の
交
代
が

あ
り
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
ま
し
た

が
、
大
使
館
か
ら
五
本
の
作
品

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

内
容
は
認
知
症
の
老
人
介
護

を
描
い
た
作
品
や
八
十
后
の
青

春
を
早
い
テ
ン
ポ
で
描
い
た
作

品
、
過
激
な
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画

が
並
び
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
対

象
に
し
た
川
口
市
日
中
の
上
映

会
に
は
向
か
な
い
た
め
、
新
た

に
作
品
を
探
し
ま
し
た
。 

 

 

  

そ
し
て
選
ん
だ
作
品
は
現
代

中
国
北
京
に
住
む
平
均
的
な
家

族
を
描
い
た
作
品
「
洋
妞
到
我

家
」
で
す
。
一
人
娘
に
過
保
護

な
母
親
は
海
外
移
住
を
目
指
し

英
語
の
教
育
も
兼
ね
て
娘
の
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
雇
い
ま
す
が
、

そ
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
家
庭

内
に
嵐
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。 

 
 

 

日
本
人
に
も
共
感
す
る
部
分

が
多
く
今
回
の
上
映
の
決
定
と

し
ま
し
た
。
し
か
し
ス
タ
ー
ト

の
遅
れ
は
そ
の
ま
ま
映
画
会
の

宣
伝
活
動
の
遅
れ
と
な
り
、
来

場
者
は
昨
年
の
半
数
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
と
最
近
の
中
国
映
画

事
情
で
す
が
ア
ニ
メ
や
ロ
マ
ン

ス
物
語
、
コ
メ
デ
ィ
映
画
、
ア

ク
シ
ョ
ン
映
画
等
以
前
の
チ
ャ

ン
・
イ
ー
モ
ウ
（
張
芸
謀
）
、

チ
ェ
ン
・
カ
イ
コ
ー
（
陳
凱
歌
）

の
よ
う
な
逆
境
の
中
で
も
頼
も

し
く
生
き
る
人
々
を
描
く
作
品

は
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
大
使
館
に

あ
る
作
品
も
上
記
の
よ
う
な
作

品
が
主
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

 

 

  

し
か
し
、
現
代
中
国
の
作
品

の
中
に
も
今
回
の
よ
う
な
日
本

人
に
も
共
感
す
る
作
品
も
あ
る

た
め
、
時
間
を
か
け
て
探
す
こ

と
が
ベ
タ
ー
と
感
じ
ま
し
た
。

来
年
は
よ
く
吟
味
し
て
、
日
本

人
に
も
共
感
さ
れ
る
良
い
作
品

を
じ
っ
く
り
と
選
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

映画会内野司会 

洋妞到我家 

陽光小学児童 おやつタイム 

校歌合唱 

大使館前で記念撮影 
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十
月
二
十
日
（日
） 

第
十
八
回 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
見
本
市 林  

芳
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

十
月
二
十
日
川
口
市
第
十

八
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
見
本
市
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で
三
回

目
の
参
加
で
す
。
川
口
市
の
六

十
二
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
、
年
に
一
度
、
一
堂
に
会

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
川
口
駅

西
口
の
リ
リ
ア
パ
ー
ク
（
西
公

園
）
に
出
展
者
テ
ン
ト
が
円
形

に
並
ぶ
景
観
は
圧
巻
で
す
。 

中
央
に
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り 

演
劇
や
手
話
サ
ー
ク
ル
、
コ
ー

ラ
ス
と
様
々
な
団
体
が
出
演
し

ま
す
。
私
達
川
口
市
日
本
中
国

友
好
協
会
の
ブ
ー
ス
は
ス
テ
ー

ジ
の
裏
側
で
ス
テ
ー
ジ
の
音
楽

の
音
や
来
場
者
の
心
配
を
し
ま

し
た
が
、
裏
側
の
た
め
音
の
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
中
友
好
協
会
の
看
板
が

あ
り
、
中
国
人
の
来
場
者
が
予

想
以
上
に
多
く
「
日
本
語
教
室
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
ま
し

た
。 

 

 

 

例
年
四
名
ほ
ど
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
協
会
員

五
名
、
日
本
語
教
室
受
講
生
五

名
、
合
計
十
名
の
参
加
で
、
狭

い
ブ
ー
ス
内
に
入
れ
な
い
メ
ン

バ
ー
は
ブ
ー
ス
の
外
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
り
ま
し
た
。 

 

始
ま
っ
て
す
ぐ
に
奥
ノ
木
市

長
が
慰
問
に
来
て
く
だ
さ
り
、

日
本
語
教
室
の
メ
ン
バ
ー
一
人

一
人
の
出
身
地
を
尋
ね
ま
し
た
。

彼
ら
は
市
長
の
訪
問
に
中
国
で

は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
驚
き
な

が
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

「
あ
な
た
の
名
前
を
中
国
語
で
」

コ
ー
ナ
ー
は
日
本
語
教
室
の
メ

ン
バ
ー
が
交
代
で
対
応
し
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
日
本
人
の

名
前
を
見
る
と
す
ぐ
に
簡
体
字

に
変
換
、
そ
し
て
ピ
ン
イ
ン
を

記
入
し
ま
す
。 

 

私
達
と
は
違
い
、
電
子
辞
書

も
使
わ
ず
に
次
々
と
対
応
し
て

い
き
ま
し
た
。
お
陰
で
用
意
し

た
記
念
品
は
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
り
、
予
定
の
三
時
前
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
達
は
会
場
美
化
担
当
と
し

て
、
Ｐ
Ｍ
一
時
に
ゴ
ミ
袋
を
手

に
会
場
内
を
、
日
本
語
教
室
の

劉
さ
ん
と
二
人
で
手
分
け
し
て

回
り
ま
し
た
。 

 
 

三
十
分
お
き
に
他
の
チ
ー
ム

も
回
る
た
め
、
ご
み
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

語
教
室
の
メ
ン
バ
ー
も
初
め
て

の
体
験
で
戸
惑
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
「
あ
な
た
の
名
前
を
中

国
語
で
」
コ
ー
ナ
ー
等
を
体
験

し
て
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。 

 
 

十
月
十
七
日
～
二
十
二
日 

中
国
語
研
修
旅
行 
桂
林
・陽
朔 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

旅
行
幹
事 
矢
澤
・吉
田 

男 
 

今
年
度
、
当
協
会
の
中
国
研

修
旅
行
は
桂
林
・
陽
朔
で
す
。 

 

加
藤
理
事
長
を
は
じ
め
十
一

人
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
私
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
は
、 

一 

桂
林
の
景
色
を
見
る 

二 

新
幹
線
に
乗
る 

三 

地
元
の
人
と
交
流
す
る 

の
三
点
で
す
。 

✮
桂
林
の
景
色 

 

桂
林
の
川
下
り
は
中
国
を
代

表
す
る
景
色
に
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

前
回
は
万
里
の
長
城
を
観
光

し
て
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。
今
回
の
桂
林

も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

 

 

  

中
国
の
二
十
元
紙
幣
の
裏
に

あ
る
場
所
で
記
念
撮
影
。 

 

船
内
で
は
、
青
島
か
ら
観
光

に
来
た
姉
妹
と
テ
ー
ブ
ル
が
一

緒
に
な
り
ま
し
た
。 

 

お
菓
子
を
あ
げ
た
ら
、
落
花

生
や
変
わ
っ
た
野
菜
を
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
会

話
が
弾
み
ま
し
た
。 

約
四
時
間
の
漓
江
船
下
り

は
、
水
墨
画
の
よ
う
な
風
景
の

中
を
静
か
に
進
み
、
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
の
が
印
象
で
す
。 

✮
新
幹
線 

 

中
国
の
新
幹
線
、
駅
が
と
に

か
く
大
き
い
。 

 

 

  

ホ
ー
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
一

人
で
行
っ
た
ら
必
ず
迷
い
ま
す
。 

乗
り
心
地
は
日
本
の
新
幹
線
と

同
じ
く
安
全
で
快
適
で
し
た
。 

車
内
は
比
較
的
静
か
、
最
近
環

境
や
マ
ナ
ー
等
国
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。 

 

 

高鉄の広い駅・多い人 

20 元札の裏面 

映画会業績展示 

川口日中千客万来 

中国高鉄 
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缶
ビ
ー
ル
を
買
い
ま
し
た
が
、

広
州
駅
の
商
店
で
買
う
よ
り
車

内
の
方
が
十
元
安
か
っ
た
で
す
。 

✮
地
元
の
人
と
の
交
流 

 

今
回
は
、
広
西
省
師
範
大
学

の
日
本
語
専
攻
の
学
生
五
人
と

交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

 

自
己
紹
介
で
日
本
の
ア
ニ

メ
が
好
き
と
い
う
学
生
が
数
名

い
て
、
中
国
の
若
者
に
も
、
日

本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
交
流

に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
、

男
女
問
わ
ず
好
青
年
で
す
。 

 

中
に
は
家
庭
の
事
情
で
苦

労
し
て
学
ん
で
い
る
学
生
も
い

た
の
で
、
思
わ
ず
涙
の
参
加
者

も
い
ま
し
た
。 

✥ 

✥ 

✥ 
 

陽
朔
で
の
オ
プ
シ
ョ
ン
観
光

で
大
型
山
水
実
景
シ
ョ
ー
「
印

象
劉
三
姐
」
を
見
ま
し
た
。 

私
が
中
国
で
見
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
中
で
一
番
良
か
っ

た
…
…
…
。
シ
ョ
ー
の
演
出
者

が
後
に
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
演
出
に
抜
擢
さ
れ
た
と
い
う

の
が
頷
け
ま
す
。 

 

 

  

帰
り
の
車
中
、
中
国
旅
行
が

初
め
て
の
同
行
者
が
「
ニ
ュ
ー

ス
等
で
悪
い
印
象
を
聞
い
て
い

た
が
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ

り
発
展
し
て
い
る
中
国
が
あ
っ

た
。
実
際
に
今
の
中
国
を
見
ら

れ
て
良
か
っ
た
」
と
嬉
し
い
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
国
内
で
は
、
テ
レ
ビ
の

番
組
で
中
国
の
交
通
事
故
や
悪

い
イ
メ
ー
ジ
の
映
像
ば
か
り
多

く
流
さ
れ
て
い
て
、
偏
っ
た
印

象
が
残
り
ま
す
。 

 

 

  

実
際
、
中
国
の
大
都
市
で
は

高
層
ビ
ル
が
至
る
所
に
立
ち
並

び
、
道
に
は
多
く
の
高
級
外
車

が
目
に
留
ま
る
一
方
、
苦
労
し

て
大
学
に
通
う
生
徒
と
実
際
に

話
を
し
た
り
、
地
元
の
人
た
ち

と
の
交
流
の
中
で
我
々
も
、
も

っ
と
中
国
の
良
い
と
こ
ろ
を
積

極
的
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

十
一
月
九
日
（土
） 

芝
園
公
民
館
文
化
祭 

林  
芳
男 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
園
公
民
館
文
化
祭
に
参
加

し
ま
し
た
。 

 

今
回
で
第
四
回
目
と
な
り

ま
す
。
参
加
者
は
協
会
員
八
名

日
本
語
教
室
の
メ
ン
バ
ー
六
名

の
合
計
十
四
名
と
昨
年
に
比
べ

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。 

 

 

 

私
た
ち
の
ス
ペ
ー
ス
は
体

育
館
に
入
っ
て
す
ぐ
に
目
に
つ

く
最
高
の
場
所
を
提
供
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

 

  

過
去
の
展
示
で
は
、
初
回
、

蘭
州
芸
術
院
の
子
供
た
ち
の
書

道
展
示
。 

二
回
目
は
、
山
西
省
の
写

真
を
県
日
中
友
好
協
会
か
ら
お

借
り
し
展
示
し
ま
し
た
。 

 

三
回
目
は
、
川
口
市
日
中
友

好
協
会
の
中
国
研
修
旅
行
の
歴

史
を
展
示
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
原
点
に
戻
り
、

川
口
市
日
中
の
友
好
交
流
の
歴

史
を
展
示
し
ま
し
た
。 

 

 

 

四
十
七
年
前
の
発
足
時
か

ら
、
昨
年
十
月
に
行
っ
た
桂
林

研
修
旅
行
で
の
広
西
省
師
範
大

学
日
本
語
専
攻
生
、
五
名
と
の

友
好
交
流
ま
で
の
写
真
を
掲
示

し
ま
し
た
。 

 

 

 

師範大学生自己紹介 夜の実景ショー 

少数民族と交流 

桂林市 

川口日中展示 

芝園太鼓 開会の辞 

実行委員長挨拶 
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今
回
は
、
例
年
と
比
較
し
て

来
場
者
の
出
足
が
鈍
く
心
配
し

ま
し
た
。
「
あ
な
た
の
名
前
を

中
国
語
で
」
コ
ー
ナ
ー
を
日
本

語
教
室
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し

ま
す
。
私
た
ち
の
コ
ー
ナ
ー
は

入
っ
て
す
ぐ
に
目
に
入
り
、
皆

立
ち
止
ま
っ
て
寄
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

日
本
語
教
室
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
も
、
中
に
は
日
本
の
名
字

に
四
苦
八
苦
す
る
者
も
い
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
五
人
は
と
て

も
手
際
よ
く
対
応
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

 

 

東
京
都
日
中
友
好
協
会
青

年
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
芝
園

団
地
を
見
学
し
た
い
と
い
う
依

頼
を
受
け
て
、
自
治
会
の
事
務

局
長
に
お
願
い
し
て
芝
園
団
地

に
つ
い
て
の
説
明
と
団
地
の
見

学
案
内
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

川
口
市
日
中
の
メ
ン
バ
ー

も
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
自
治
会
・
事
務
局
長
の

説
明
に
皆
感
銘
を
受
け
て
い
ま

し
た
。 

団
地
の
外
の
広
場
で
は
恒

例
の
元
団
地
住
民
の
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
長
城
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

が
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麵
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
皆
中
国
人
で
す
。

そ
の
美
味
し
さ
か
ら
あ
っ
と
言

う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

「
あ
な
た
の
名
前
を
中
国

語
で
」
コ
ー
ナ
ー
の
景
品
の
シ

ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
や
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
も
無
く
な
り
、
Ｐ
Ｍ
三

時
前
で
す
が
店
仕
舞
い
と
し
ま

し
た
。 

   
        

 

終
了
後
は
団
地
内
の
中
華

料
理
店
で
東
京
都
日
中
友
好
青

年
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流

会
を
開
き
ま
し
た
。
中
国
経
験

豊
富
な
青
年
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
も
芝
園
団
地
を
体
験
後
「
中

国
に
い
る
と
勘
違
い
し
た
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
来
年
も
他
の
地
区

協
会
と
の
交
流
を
企
画
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

十
一
月
十
日
（日
） 

第
四
回 

法
人
会
祭
り 

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
二
〇
一
九 

加
藤 

展
裄 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
  

今
回
の
法
人
会
祭
り
は
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｐ
名
物
の
吹
き
抜
け
の
強
い

風
も
無
く
、
穏
や
か
な
陽
気
の

中
で
開
催
し
ま
し
た
。
場
所
は

前
年
と
同
じ
で
準
備
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
。 

協
会
の
参
加
者
十
五
名
、

日
本
語
教
室
の
メ
ン
バ
ー
四
名
、

李
麗
先
生
、
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
提
供
し
て
頂
い
て
い
る
埼
玉

県
日
中
の
江
森
氏
の
計
二
十
一

名
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。

景
品
は
「
あ
な
た
の
名
前
を
中

国
語
で
」
が
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
、
「
親
子
中
国
語
教
室
」
は

江
森
さ
ん
の
変
わ
り
屛
風
、
別

名
パ
タ
パ
タ
。
科
学
館
と
映
像

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
間
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
に
テ
ン
ト
を
張
り
四
十

近
く
の
食
べ
物
店
が
並
び
ま
す
。 

川
口
市
日
中
は
当
初
か
ら
自
前

の
テ
ン
ト
で
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

ス
テ
ー
ジ
で
は
近
く
の
小
学

校
の
楽
器
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
、

剣
劇
、
物
ま
ね
、
バ
ル
ー
ン
と

多
彩
で
す
。 

午
前
中

は
出
足
が
鈍
く

「
親
子
中
国
語
教
室
」
の
授
業

を
心
配
し
ま
し
た
が
、
何
と
か

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 

李
麗
先
生
の
元
気
の
良
い

声
が
テ
ン
ト
の
中
に
響
き
渡
り

ま
す
。
僅
か
十
五
分
の
授
業
で

す
が
、
子
供
た
ち
の
声
も
小
気

味
よ
く
響
き
、
テ
ン
ト
の
中
が

一
気
に
活
気
づ
き
ま
す
。
午
後

は
出
足
も
良
く
な
り
「
あ
な
た

の
名
前
を
中
国
語
で
」
コ
ー
ナ

ー
も
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

「
親
子
中
国
語
教
室
」
も
子
供

た
ち
に
パ
タ
パ
タ
を
実
演
し
て

見
せ
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

パ
タ
パ
タ
と
次
々
色
が
変
わ
る

「
変
わ
り
屛
風
」
に
子
供
た
ち

は
興
味
を
持
ち
す
ぐ
に
定
員
と

な
り
ま
し
た
。 

「
あ
な
た
の
名
前
を
中
国
語
で
」

コ
ー
ナ
ー
の
来
場
者
は
お
年
寄

り
か
ら
小
学
生
ま
で
多
彩
で
す
。

座
り
な
が
ら
昔
の
話
に
花
が
咲

い
た
り
、
中
国
の
話
に
夢
中
に

な
っ
た
り
と
様
々
で
す
。 

今
回
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
も

感
じ
ま
し
た
が
、
以
前
に
比
べ

中
国
の
人
た
ち
が
多
く
立
ち
寄

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
身
近
に
中
国
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
後
更
に
多

く
の
中
国
人
に
「
日
本
語
教
室
」

や
「
川
口
漢
語
角
」
を
紹
介
し

て
、
幅
広
く
日
中
友
好
交
流
を

進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

東
日
本
で
起
き
た
河
川
の
相

次
ぐ
氾
濫
に
身
の
縮
む
思
い
で

し
た
。
災
害
の
少
な
か
っ

た
千

葉
県
も
停
電
、
断
水
、
食
糧
難

に
見
舞
わ
れ
、
日
本
に
安
全
な

場
所
な
し
と
実
感
し
ま
し
た
。 

川
口
日
中
で
は
ス
タ
ッ
フ
・

会
員
の

努
力
で
日

中
友
好
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。
今
年

も
楽
し
い

企
画
と
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
で
盛
り
あ
げ
、
更
な
る
発

展
を
期
待
し
て
ま
す
。 

芝園団地文化祭 

親子中国語教室 

文化祭フードコート 


